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編集 後記 にかえて

 ●本 モノグラフは，基本的に第

6号 モノグラフと同 一 内容 であ

る。第6号 の 「編集 後記 にかx

て」で，わたしは， 「本モノグラ

フ(第6号)は ，大学を卒業して

企業に職を得た成人男子が，当該

組織で三年 目を迎えるまでの ドキ

ュメンタリー ・フィルムと考えて

いただけぽよいかと思 う」と述べ

た。第6号 モノグラフが，“ラッシ

ュ”に近い段階でのフィルムとす

るならば，この第7号 モノグラフ

は，さらに編集をすすめた段階で

のフィルムといってよいだろう。

 ● この第7号 モノグラフの英文

論文は，もともと “国際マーケッ

ト”に出す ことを意図して執筆さ

れ た。す なわ ち，lnternational

Journal of Intercultural Rela-

tionsと い う専門雑誌に応募した

論文(第1稿)を そっくり活字に

したのが本モノグラフである。わ

たしたちの応募したこの論文は，

一・部の手直しが要求されたが
，結

果的にアクセプ トされたので，本

第7号 モノグラフは，上記雑誌に

掲載予定論文のプレプリントとい

うかたちになっている。

 ● ところで，わが国の学問研究

の世界は，極端な “輸入過多”の

状況である。この状況の良し悪 し

は一概に断じられないとしても，

：気になることはおお くある。たと

x.ば ，わが国の社会あるいは人間

システムの作動 メカニズムは，欧

米のそれ と根本的にことなってい

るとする “暗黙の立場”があ り，

その一方で，外国産の理論や仮説

をわが国の社会あるいは人間の諸

現象にあてはめ検証 ・追試しよう

とする “科学的営為”がある一。

なんとな く奇妙でチグバグなこと

ではなかろ うか。わが国の社会 ・

人間システムの構造や機能が，欧

米のそれらとことなるとい うかぎ

り，どこがどうい うぐあいにこと

なっているのか，これを外国人に

も “ワカル”ようなかたちで提示

していかねぽなるまい。“日本的経

営”とか “集団主義” とかの説明

では，もはや “事足 りない”状況

が充満しているのではなかろうか。

 ●わたしたちが，自分たちの研

究の結果を，できれぽ英文にまと

め “国際マーケット”に出そ うと

心がけるのは，以上のごとき気持

の悪いチグバグな状況から自らを

脱却させたいと願 うからにほかな

らない。だが，この作業は実に重

労働である。そして，ときに，こ

の重労働は “張 り切ってますナ”

式のフィー ドバ ヅクだけを受けた

りもするので，精神衛生上も決し

てよくはない。こういう仕事は，
“張 り切

って”いるから出来あが

って くるものではない。ある種の
“意地”と “やせがまん”がさせ

てしまうものなのである。わたし

たちは，同胞 日本人のなかに，“意

地 とやせがまん”の人種がもうす

こし増えて欲しい気持切である。

         (南 隆男)
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